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一新 : 二ゅj勾配により、 Naイオンが細胞内lこ流入し、膜電位
以 jキ :FhM M 1-hが正になる。それに引き続いてKイオンの透過性が
;噌叫僻 八唱噂ャ ! 上昇し、活動電位lま1m秒くらいしか持続しない(図
1- 'ゐ1^ ， 3)。








J一一吟 図2 静止電位と活動電位 ガガラス臨 A正























































































































図8 k阿のf1l.jjfJ枠は悦野をぷすものEする.A. B. Cのよ
うな(，;J心1J状阿形に応符する槻床神経細胞それぞれをa.b. 
rとする.a. b. cからのシナプス入力が・次悦覚野の神経



























































































































































































































右 日上会三 位相= e ぺ同当 Eの値Iま位相遅れを示す































































5十 ，......"，. s • ，......"，. 
謡Jーン ol /¥ ol / ~ ¥ このOKRの位相遅れを引き起こす神経活動
(脚) -51¥./ j -sl¥-../ i はどのようになっているのであるうか?そこで
・1~8~0~-9~0~-0~~9~O--1~80 ・180 -90 0 ~O 1800KR中のプルキンエ細胞活動の記録を行つ
100 ~ -.:.^' た。図20のようにプルキンエ細胞は二種類の単純スパ作~L ~戸人吋 /キ¥活動電位を発生する、平行線維入力を反映す
(Hz) : r司- ト、ー〆~ 司る単純スパイクと登上線維入力により引き起こ
治0 ・90 O 96 180380 羽 o 90 180される複雑スパイクがある。単純スパイクは正
ιゴ i 常マウスでもミュータントマウスでも、単純スパ
脅fイク 5~ ~ ィクはスクリーンの外側への動きの速度にほぼ
《ド戸、¥ j~ "r-一、、ーレ〆同期して頻度が増減し、複雑スパイクは逆相に
耳切 -90 0 94 180・40・90 O~ 180なった。ただしδ2ノックアウトマウスの複雑スパ
叫 ~ 50L 排 イクの発火頻度は、野生型に比べ非常に大き
単純スパイ?"nL- _〆"，--τ、 I~ ーかった。そのため単純スパイクと複雑スパイク
+ 勺-- J i をたしあわせたスパイク頻度の変化は、ノックア
幣スパイク38ο-90 0 品 180 ~~ ・90 o j0 5180ウトマウスではピークの位置が野生型に比べ遅
れていた。そしてこの遅れはOKRの位相遅れと
相関していた。この結果からo2ノックアウトマウ
スではプルキンエ細胞の出力に対応するスパ
イク全体の頻度の位相遅れが、眼球運動の位
相遅れに関与することを示唆している。
以上をまとめると、ノックアウトマウスでは平
行線維・登上線維入力のタイミングは正常で
あったが、登上線維入力の発火頻度が増加し
ているため、プルキンヱ細胞活動の位相遅れ
が起こり、それによりOKRの位相遅れが起こっ
たと考えられる。また、これらの結果から登上線
維入力はプルキンエ細胞の活動に影響を与え
→壷上線維入力はプルキンエ細胞の出力に影響を与えるべ るべきではなく、単純スパイク・複雑スパイクと
きではない いう発火頻度バランスが重要であることが明ら
単純スパイク(...70Hz).値雑スパイク(...1Hz)という発火頼度バランスが重要かになった。
図21 プルキンエ細胞全体の活動模式図
まとめ δ2ノックアウトマスの0間位相遅れの神経極構
-平行線維・畳上線維入力のタイミング(位相)は正常
日維?カ似顔附加
プルキンエ細胞活動の位相遅れ
OKRの位相遅れ
図表の出典
(おわり)
図1-12，15，16 平野丈夫著「脳と心の正体J(東京化学同人)
図13，14，17-21 吉田盛史作(平野研)
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